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一第21次越冬隊の近況一
越冬隊は,6月21日に ミッドウィンターを迎え,い よ
いよ越冬後半に入った,昭 和基地では,引 き続 き気温は





































に動作している.オ ングル海峡 もようや く海氷が固 くな


































漉 軽 油12・s521442・7s3・1・83・|・ …944
1 .・r油i.・ ・5215・ …71・ ・…1・ …571
第1ダ ム か らの取 水 作業 は,パ イ プの 凍結 が 速 く困 難
で あ った.(-10°C,5-10m/S)し か し6月 か らは.
池 の水 量 が減 り塩 分 濃 度 が 高 くな った た め に氷 山 氷 を取
る こ とに な り,10kl水槽 に入 れ て造 水 して い る.1日 平
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電 気 設 備
機 械 設 備
低 温 室 設 備
昇 降 設 備
着 工
竣 工







































給 排 水 衛 生 設 備
受 水 槽
低 温 室 設 備
冷 凍 機
　 　 　 　 　 　 　 fF







セ ク シ ョ ナ ルFB7-13ガ ス 焚 き 蒸 気
タ ー ボHT-170160USRT
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本館2階 平面図 便 所
生 物
研究室
II川Ill川1「III川 所 長 室
資 料 室
地球物理
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MASS計 画の うちの,1980/81年夏期に予定 されてい
るFIBEXの 多数研究船による一斉調査に関連した上
記3会議が開催された.魚類生物学の会議には委員とし
て.ま た,他 の2会議にはオブザーバーとして参 加 し
た.














































チリ,西 ドイツ,ポ ーランド,イギ リス,ア メリカ,ソ
連が参加する.未確定ではあるが,日 本も参加の意向を
持っている(その後,不 参加の方針を決定したとのこと
である)そ して,国 別調査海域,調 査時刻,方 法等の調
整が行われた.
インド洋調査
オーストラリア,フ ランス,日 本,南 アフリカによ
り,これまでの調査の少ないインド洋南西部(55°S以
南,0°～90°E)において,ナ ンキョクオキアミの分布
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Cllmatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(・C)
最 高 気 温(Max.temp・)(℃)
最 低 気 温(Min.　ternp)　(℃)


















平 均 気 圧'海 面(Mean鷺s隠
1)(。、)988・・





平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　 　　 　　 　 　　 　　 　 h
umldity　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最大 風速 ・10分間 平 均(Max,　wind
　 　 　 　 speed,　10・min　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)


















































右)ド ライバ レーの非淘汰多角形上,溝 は砂襖を なす。


























縮小して,嬢 部に多能 の割れ目を作る.割 れ 目に1
は,夏 季の離水や.風.重 力で動かされた砂や水分が詰1
まり,再び凍結が始まると割れ目の中の水分 が膨 張 し ミ
て,割 れ目を更に広く深 くする.このような割れ 目を,1
構成物質によって砂喫とか氷模 とい う.これらは非淘汰}
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